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盟の協力を得て，堺市産婆会が主催する乳幼児審査会が 1927 年に開催され，以降も 1942 年
まで同審査会と表彰事業をおこなった。







Penetration of Concept of Public Health (“Kenko” and “Eisei”) and  
Role of Babies’ Contest in Japan’s Pre-war Showa
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て 1921（大正 10）年 3 月開催が皮切りとなり，
滋賀県，北海道室蘭，広島県など全国を巡回した
（東京朝日新聞 1920 年 11 月 21 日朝刊，1921 年 8






















































いる。後援は文部省である。図 1 の記事は 1930（昭
和 5）年 2 月 11 日朝刊に掲載されたものである。
























もおこなっている。NHK は 1950 年代から 1960 年
代にかけて実施し，記事によればその模様をテレ
















図１ 全日本健康児童表彰会（東京朝日新聞 1930 年 2 月 11 日朝刊） 
 
朝日新聞社主催の表彰事業は小学 5 年生の「健康児童」を対象としたものだが、厚生省主
催・毎日新聞社後援による「赤ちゃんコンクール」は 1950 年代から 1960 年代にかけてお
こなわれた。厚生省主催であるからその実施方法は、まず地区保健所単位で選出し、予選を
勝ち抜いた候補者のなかから「日本一の赤ちゃん」を選ぶトーナメント方式だった。類似の














図２ NHK 第八回赤ちゃんコンクール 












朝日新聞 1952 年 11 月 4 日朝刊 
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図２ NHK 第八回赤ちゃんコンクール 


















図４ 朝日新聞 社告（1 面中央） 

























図４ 朝日新聞 社告（1 面中央） 


























































































    
 (文明開化というものは)地域的にも階層的にも、時には個々の家ごとに時間的に大き
な偏差をはらんでいる。生活文化の近代化が完了したといえる状態になったのは農村
では最終的に第二次大戦後といってよい。（高取 1976: 186） 
 















































































































（昭和 3）年から 13 回にわたって開催した「堺市
赤ちゃん審査会」とその記録である『堺市赤ちゃ
ん審査会写真帖』（1928 年～ 1942 年）を用いるこ
とにする。
　堺市赤ちゃん審査会の写真帖を用いる利点は


















注２．  第 3 回（1930 年）は『助産之栞』第 416 号（1930 年 11 月）に堺市大浜公会堂での赤ちゃん審査会表彰式が報
告されている。したがって審査会の開催は確認できるが『写真帖』の発行は不明である。
注３． 1937 年は「時局の為めに休会」したという記録が残されている（『助産之栞』第 511 号（1938 年 10 月））。
注４．  第 9 回（1938 年）と第 10 回（1939 年）は共に、赤ちゃん審査会と表彰式が開催されていることは確認できて
いる（『助産之栞』第 511 号（1938 年 10 月）、第 512 号（1938 年 11 月）、第 523 号（1939 年 10 月）、第 524 号








栞』第 511 号（1938 年 10 月） ）。 
注４． 第 9 回（1938 年）と第 10 回（1939 年）は共に、赤ちゃん審査会と表彰
式が開催されていることは確認できている（『助産之栞』第 511 号（1938
年 10 月）、第 512 号（1938 年 11 月）、第 523 号（1939 年 10 月）、第








第 2回 1929 9月21日～22日 堺市材木町 元愛泉女学校 第二回堺市赤ちゃん審査会 記念写真帖
第 3回 1930 （不明）
第 4回 1931 10月4日～5日 堺市殿馬場 府立堺高等女学校 第四回堺市赤ちゃん審査会 記念写真帖
第 5回 1932 10月1日～2日 堺市殿馬場 堺高等愛泉女学校 第五回堺市赤ちゃん審査会 記念写真帖
第 6回 1933 10月7日～8日 堺市殿馬場 愛泉高等女学校 第六回堺市赤ちゃん審査会 記念写真帖
第 7回 1935 10月5日～6日 堺市殿馬場 愛泉高等女学校 第七回堺市赤ちゃん審査会 記念写真帳
第 8回 1936 10月3日～4日 堺市殿馬場 高等愛泉女学校 第八回堺市赤ちゃん審査会 記念写真帳
1937
第 9回 1938 10月16日～17日 堺市殿馬場 愛泉高等女学校 （不明）
第 10回 1939 10月7日～8日 堺市殿馬場 愛泉高等女学校 （不明）
第 11回 1940 10月12日～13日 堺市殿馬場 愛泉高等女学校
紀元二千六百年・第拾壹回堺市赤ちゃん
審査会 記念写真帳
第 12回 1941 10月11日～12日 堺市大浜公会堂
紀元二千六百一年・第拾貮回堺市赤ちゃ
ん審査会 記念写真帳
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より 5 年早く，1922（大正 11）年 10 月，大阪市
立市民館（後の北市民館）で第 1 回が開催された。





で開催し，東京では 2 回開催している。第 1 回目
の東京開催は 1925（大正 14）年 10 月に東京芝公
園協調会館において，第 2 回は 1926（大正 15）




第 4 巻第 7 号に記している（6）。後に伊藤は日本児
童愛護連盟の連盟主事を務めることになる。
　日本児童愛護連盟は「300 有余」の加盟団体か



























































































ている。第 2 回は 1929（昭和 4）年 9 月に行われ，









　図 7 は第 1 回写真帖の口絵では２枚目に登場す
る開催時の集合写真である。一列目に並ぶのは医
師 5 名と伊藤悌二大阪児童愛護連盟主事，後方は
6 名中 4 名が棚橋堺市産婆会会長を含む医師（内
1 名は衛生課長），牧師 1 名，他の 1 名は後援者と
思われる。図８は口絵として 3 枚目にあたる。堺



























だったことがわかる（大出 2018: 221-224）。10 日
ほどの「東奔西走」と会員の「大に協力奮闘努力」











で約 1000 名を対象に 3 名の講師，府立堺高等女












































真帳』（1936 年）の表紙であり，図 11 は第 13 回
目の『大東亜戦争一周年・第拾参回堺市赤ちゃん
審査会　記念写真帳』（1942 年）と記された表紙
で あ る。 第 9 回（1938 年 ）， 第 10 回（1939 年 ）
65大出　春江：「健康」「衛生」概念の普及とメディア・イベントとしての赤ちゃん審査会










































































　本論は JPS　KAKENHI JP17K04151 の補助によ
る成果の一部である。
（注）
（ 1 ） 朝日新聞データベース『聞蔵』において「健
康優良児」で検索した結果によると，1930
年 2 月～ 1945 年 5 月までが 456 件だったの
に対し，1945 年 11 月～ 1979 年 3 月までが
271 件だった。戦前の健康優良児表彰関連の
記事数は，戦後の半分の 15 年間に 2 倍だっ
たということになる。
（ 2 ） CiNii によれば同志社大学図書館と国会図書
館が所蔵し，国会図書館デジタルコレクショ
ンにおいてインターネット公開されている。
（ 3 ） 大阪児童愛護連盟編纂『子供の世紀　復刻
版』第 1 巻－第 15 巻，六花出版，2015-2017。
（ 4 ） 堺市産婆会「事業の起源及準備時期に於け
る活動状況」『お産と育児の展覧会・乳幼児
審査会記念写真帖』1928 年に詳しい。
（ 5 ） 伊藤悌二「新時代の意義ある年中行事　第
四回赤ん坊審査会を終わりて」『子供の世紀』
第 1 巻，2015 年，316 ページ。
（ 6 ） 伊藤悌二「大阪児童愛護連盟の起源及其発










られる（『子供の世紀』第 1 巻，2015 年，91
ページ）。



















（12） 朝日新聞 1936 年 6 月 17 日朝刊「溜飲下げ
た文相－平和な赤ちゃん展覧会で満悦－」、












































東京朝日新聞 1920 年 11 月 21 日朝刊．「今日の話
題　児童衛生展覧地方行」
東京朝日新聞 1921 年 8 月 31 日朝刊．「御机の破損
から　謝罪使特派の密議　児童衛生展の出
品」
東京朝日新聞 1930 年 2 月 11 日朝刊．「全国から
探す日本一の健康児　我国空前の大調査」
東京朝日新聞 1936 年 6 月 17 日朝刊「溜飲下げた
文相－平和な赤ちゃん展覧会で満悦－」
朝日新聞 1941 年 7 月 20 日夕刊．「賀陽宮妃殿下
赤ちゃん審査会を御巡覧」
朝日新聞 1952 年 11 月 4 日夕刊．「両陛下からお
言葉　健康優良児けさ皇居へ」
朝日新聞 1955 年 11 月 3 日朝刊．「日本一健康優
良児健康優良校決る きょう晴れの表彰式」
（社告）
朝日新聞 1961 年 3 月 9 日朝刊．「NHK 第八回テ
レビ赤ちゃんコンクール」
朝日新聞 1964 年 1 月 5 日朝刊．「" 子ども大使 "
米国へ出発　千二百万の小学生代表して」
